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Professor Dr. Yuan Tse Lee of Academia Sinica, Taiwan, a 1986 Nobel Prize

Laureate of Chemistry, invited by the Japan Academy, gave a Nishina Memorial

Lecture at Japan Academy on December 13, 2008. The title was “Human Society

in a Cross Road－A Perspective of a Scientist”. This booklet NKZ-49 records this

lecture and also includes a short summary in Japanese of the RIKEN Nishina Me-

morial Symposium “Charging Molecules: Fundamental Chemical Physics and

Analytical Applications” held on December 15.
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Professor Yuan T. Lee at the Nishina Memorial Lecture



The entrance to the Japan Academy
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Professor Yuan T. Lee at the Nishina Memorial Lecture

From the right, Mrs. Lee, Prof. Yuan T. Lee and Prof.
T. Yamazaki in a Yoshio Nishina's old laboratory of RIKEN,
now an archive room of the Nishina Memorial Foundation.
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理研・仁科記念シンポジウム

“Charging Molecules: Fundamental Chemical Physics

and Analytical Applications”

開催報告

１．経緯

日本学士院外国人客員である李遠哲教授が２００８年１２月に学士院の招聘で来日すること

を契機とし、日本学士院での一般講演と李遠哲先生の研究に関連したワークショップを開

催したいとの計画が日本学士院において為された。学士院会員であり仁科記念財団理事長

である山崎敏光先生から、基幹研究所主任研究員である鈴木に対して、ワークショップ主

催の依頼と、仁科記念財団としての後援のお申し出を頂いた。李先生は理研にとってアド

バイザリーカウンシルのメンバーであり、理研ゆかりの仁科記念財団からのお申し出でも

あることから、お引き受けすることとした。また、野依理事長からも、理研として充実し

たワークショップを是非開催するようにとのご意見を頂いた。

ワークショップを理研および基幹研にとっても有意義なものとするため、ワークショッ

プの科学的な内容は、物理、化学、生物を俯瞰できるような境界領域的なものとすること

が望ましいと判断した。その意味で、李遠哲教授が最近手がけておられるソフトイオン化

質量分析の基礎過程の研究をコアにして、基礎物理化学、分析化学、生命科学、材料化学

などに関連する最先端の研究を議論する会合を企画した。この過程において、ソフトイオ

ン化への貢献によってノーベル化学賞を受賞している田中耕一氏をも招聘し、特に基礎科

学と工学応用あるいは企業化という別の視点からも、重要な講演を頂くことができるよう

になった。基幹研究所からは、川合真紀、鈴木俊法の２主任研究員が講演した。全ての講

演は英語で行われた。

２．科学的内容

分子を帯電させるという一見なんでもないワークショップの題目は、様々な物理を包含

する。電子数を減らし、分子を正に帯電させる方法は光電子分光やイオントラップに応用

され、電子数を増大させ負に帯電させる方法は、固体表面に吸着された分子へのトンネル

顕微分光に通じる他、電子輸送、導電性の観点からカーボンナノチューブなどの物質科学

にも繋がる。このような研究分野は、理研の中でも特に基幹研が中心となって取り組んで

いるものであり、多くの聴衆が集まり、国際会議としての実を上げることが出来たと考え
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ている。

まず、基調講演として田中耕一氏は、自身のソフトイオン化法の開発の経緯に触れ、一

つの革新的な技術の開発が多くの研究者の共同研究あるいは友好的な競争に基づいて為さ

れることを述べられた。また、米国の研究開発の活力が、常に大学と企業との非常に近い

距離感に基づいており、基礎研究から実用化までの死の谷を乗り越える努力が必要との意

見があった。この点は、まさに理研の R&Dや企業との融合連携と符合する。城丸春夫博

士は、首都大学東京の静電型イオンストレージリング（TMU-RING）を用いた、イオンの

レーザー分光について述べた。特に原子物理の分野では、デンマーク、スエーデン、ドイ

ツなどが同様の研究を推進しており、その中にあって、TMU-RINGはポルフィリンなど

の巨大分子や酸素などの小さな分子の消滅寿命などを測定する努力を傾注していることが

報告された。午後は李遠哲教授が、マトリックス支援レーザー脱離イオン化法（MALDI）

の基礎過程を研究するために、固体表面から発生する正イオンや負イオンの質量を同時測

定する実験等について述べられ、レーザー励起によって極めて高い温度の気体衝撃波が表

面から伝搬する様子や、その中でのイオン分子反応を指摘された。生命科学に広く利用さ

れているMALDIが、その基礎物理化学過程の観点からは未だ十分理解されて居らず、基

礎研究を傾注すべきことが指摘された。川合真紀主任は、固体表面に吸着した分子に対し

て走査型トンネル電子顕微鏡からの電子付着を利用することで、吸着分子の振動を励起し、

吸着分子の移動や化学反応を制御できることを明快に示した。また、固体表面上でのポリ

マー生成から、電子輸送素子開発の可能性に言及した。篠原久典教授は、カーボンナノチ

ューブ中にフラーレンを封入したピーポッドの生成過程、その電子物性について報告する

と共に、ガドリニウムなどの重元素を内包したフラーレンがＸ線造影剤として注目すべき

特性を有している点などを指摘した。フラーレンは、飛行時間質量分析法によって、Smal-

ley，Kroto，Curlらがノーベル化学賞を受賞した分子で、篠原氏も質量分析から物性研究

まで長年にわたってフラーレンの化学を開拓してこられた。最後に、鈴木が時間分解光電

子イメージング法が飛行時間質量分析法と共通した技術に基づいて成立している点を指摘

し、化学反応のリアルタイムな追跡が可能になったことを報告した。２０fsという世界最

高レベルの時間分解能と光電子の３次元分布の撮像による、超高速電子状態変化の動画が

示された。

３．総括

非常に多数の参加者が理研内外から集まり、非常に活発な議論が為された。昼食の最中

も議論が続き、田中耕一氏も昼食があまり取れないほどであった。第一線の研究者が和光

に多く集まり活発な議論を行ったことで、理研や基幹研究所についても高い評価が得られ
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たものと考えている。開催経費については、理研基幹研究所が２／３、仁科記念財団が

１／３の負担となった。仁科記念財団にもお礼を申し上げたい。

本国際会議は通常の科学的な会合として当初提案されたが、最終的には理研として開催

するような公式な会合となった。一研究室でオーガナイズすることはなかなか大変であっ

たが、学士院や他の研究室からも応援の方に来ていただいて、何とか無事に開催出来たこ

とは幸いであった。写真撮影については、理研広報部のご助力を頂いた。謝意を表する。

野依理事長挨拶（左）
鈴木梅太郎ホール（下）
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食事を取る暇もなく議論している田中さん

左から、田中耕一、李遠哲、野依良治、城丸春夫、川合眞紀、篠原久典、山崎敏光、鈴木俊法の各氏

（�）




